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•    •    • 	 POINT OF VIEW

メインタイトル 
2行まで
サブタイトル 
2行まで

グローバル内部監査基準™対応支援サービス
内部監査人協会（IIA）のグローバル内部監査基準™について、
達成度／適合性評価から適用支援まで、幅広く支援します。

プロティビティが提供するグローバル内部監査基準™（以下、GIAS）対応支援サービス•    •    •

プロティビティの強み•    •    •

内部監査人協会（IIA）との関係
プロティビティは、IIAのプリンシパル・パートナー・プログラムに長年参加しており、内部監査財団の理事も務めています。
また、GIASに基づく品質評価プログラムの策定にも関与しました。

GIASに関する深い洞察
IIAの関係者との交流や、GIASの理解に不可欠な内部監査部門の運営経験・グローバル企業における内部監査の実務
経験が豊富なメンバー、先進的な内部監査機能を有する企業との意見交換会、さらにはグローバルでの豊富な支援経験を
通じて、GIASに関するナレッジを蓄積しています。あわせて、ウェビナーやブログを通じて積極的に情報を発信しています。

達成度／適合性評価 適用支援

GIASが年一度の実施を
要求する定期的自己評価
について、GIASとIIAの品
質評価マニュアルを参照し
つつ、評価項目の策定から、
要求事項の要点の把握や
会社の機関設計を踏まえ
た解釈まで、幅広く支援し
ます。

内部品質評価支援

GIASの各基準への適合
性を評価し、要求事項との
差異（ギャップ）を特定した
上で、GIASの適用に向け
た対応策を提言します。
任意で、ステークホルダー
へのインタビューなどの手
続きを加えることも可能
です。

ギャップ分析

IIAの品質評価マニュアル
に基づく手法により、GIAS
の要求事項のみならず、ス
テークホルダーのニーズ
や期待、内部監査のベスト
プラクティス等に照らし、　
内部監査の品質を総合的
に評価します。

外部品質評価

ギャップ分析や外部品質
評価で特定された対応策
の実行を支援します。個別
の対応策に係る助言から
マニュアルやテンプレ―ト
の作成支援、必要なリソー
スの提供まで、幅広く支援
します。

GIAS適用支援
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プロティビティについて
プロティビティは、企業のリーダーが自信をもって未来に立ち向かうために、高い専門性と客観性のある洞察力や、お客様ごとに的確なアプローチを提供し、ゆるぎない最善の連携を約束する 
グローバルコンサルティングファームです。25か国、90を超える拠点で、プロティビティとそのメンバーファームはクライアントに、ガバナンス、リスク、内部監査、経理財務、テクノロジー、デジタル、 
オペレーション、人材・組織、データ分析におけるコンサルティングサービスとマネージドソリューションを提供しています。プロティビティは、米国フォーチュン誌の働きがいのある会社ベスト100
に10年連続で選出され、Fortune 100の80％以上、Fortune 500の約80％の企業にサービスを提供しています。また、成長著しい中小企業や、上場を目指している企業、政府機関等も支援
しています。プロティビティは、Robert Half（NYSE：RHI）の100％子会社です。

GIASの要求事項への対応や代替措置に
ついて、お客様の状況に即した最適な解決
策をともに検討し、着実な対応を支援します。

• ドメインⅢ「内部監査部門に対するガバナンス」の適用

• 内部監査部門の戦略策定（ビジョン、戦略目標、各種取組、パフォーマンス目標など）

• 内部監査基本規程の改訂

• リスク評価の高度化（監査対象領域、リスク評価手法、監査計画策定手法などの更新）

• テクノロジーの活用（生成AI、データ分析プラットフォーム、プロセスマイニング、GRCツールなど）

• 人材育成プログラムの更新

• GIASや特定領域（IT監査、海外子会社監査など）に精通した専門人材の確保

例えば、以下のような具体的なニーズに対して、お客様の状況を踏まえ、きめ細かく支援します。

GIASへの対応の必要性•    •    •

GIAS対応支援サービスの具体例•    •    •

達成度／適合性評価における具体的なニーズ•    •    •

国際基準改訂の背景

IIAは、
•	 ESG/SDGsをはじめとする経営環境の変化
•	ステークホルダーからの期待の高まり
•	テクノロジーの進展
•	ガバナンスおよび内部監査実務の発展
などを背景に、ガバナンスに資する内部監査を実現させること
を目指し、GIASを2025年1月9日に施行しました。
この改訂は、内部監査部門および部員の地位を高め、内部監
査機能の実効性を向上させることをねらいとしています。

法規制等の要請

会社法やコーポレートガバナンス・コードは、内部監査を組織
運営における重要な機能の一つとして位置付けています。
また、「企業内容等の開示に関する内閣府令の一部を改正す
る内閣府令」は、内部監査の実効性を確保するための取り組
みを、有価証券報告書等において具体的かつ分かりやすく
記載することを求めています。
さらに、金融庁の「金融機関の内部監査の高度化に向けたモ
ニタリングレポート」や金融機関の内部監査高度化に関する
懇談会 「報告書（2025）」は、GIASとの整合性に配慮しつつ、
内部監査の機能強化を求めています。

• GIASの要求事項と品質評価マニュ
アルに基づく定期的自己評価を
導入したい

• GIASの要求事項の要点
を確実に把握し、会社の
機関設計を踏まえ正
確に解釈したい

• GIASの要求事項とのギャップや対応策
を有効かつ効率的に特定したい

•将来の外部品質評価に向けた準備のス
テップとしたい

• GIASの要求事項に照らし、改善機
会を把握し、改善策を策定・実施
したい

•取締役会や経営者に、内
部監査に対する理解を
一層深めてほしい

内部品質
評価支援

ギャップ分析

外部品質
評価

具体的なニーズ


